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第６０回卒業証書授与式  

３月１日（金）、第６０回卒業証書授与式が挙行されました。 

卒業生の門出を祝福するかのような穏やかな天候のもと、卒業生は 

保護者や来賓の方々、教職員や後輩に見守られ、晴れやかな表情で弟 

子屈高校を巣立っていきました。 

卒業生代表の菅原くんは、答辞で、 

「自分で強く望めば、理想に近づく道が開けるし、望まないのなら一向に何も起きません。今自分が何 

をしたいのか、将来何をしていたいのかを深く考え、理想の自分を見つけにいくことが大切です。」 

と後輩に向けてメッセージを送りました。 

コロナ禍明け、日常を取り戻すだけではなく様々なことにチャレンジをした２４名が、新しい時代を切 

り開き、より一層活躍してくれることを祈っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道弟子屈高等学校 

令和５年度   ３月号 

弟子屈高校 Webページ http://www.teshikaga.hokkaido-c.ed.jp/ 

■ 令和５年度進路決定状況 ～２４名全員決定！～ 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 和歌山大学出前授業 ～探究活動の指針に～ 

 ３月１９日（火）、和歌山大学教授 竹林浩志 様、標茶町地域おこし 

協力隊 炭田晃希 様、弟子屈町地域おこし協力隊 嶋 裕香 様をお迎 

えして出前授業が行われました。 

この授業は、大学での研究の方法について学ぶことにより、探究活動に 

対する心構えや進め方について理解を深めるとともに、郷土の魅力を発見 

し、豊かな地域社会を築くために積極的に寄与する意識の高揚を図ることを目的に、10 年ほど前から続い

ています。講演や講師の方々との意見交換を通して、今後の探究活動への指針とすることができる大変有意

義な機会となりました。 

■ 転出者挨拶 

 

 
多 賀 友 秋 教頭（商業） 

北海道函館商業高等学校へ 

１年間という短い時間ではありました 

が、生徒に恵まれ、教職員に励まされ、 

そして保護者や地域の方々に支えられ、 

充実した毎日を送ることができました。 

３月をもって弟子屈を離れますが、本 

校が発展し続けてくれることをこれか 

らも期待しております。１年間、本当 

にありがとうございました。 

＜４月の予定＞  

８日（月） 着任式・始業式・入学式 

９日（火） 対面式 

１０日（水） 写真撮影（１年） 

１１日（木） 身体測定 

１６日（火） 交通安全教室 

１８日（木） 宿泊研修（１年 ～１９日） 

２１日（日） 授業参観・ＰＴＡ総会 

２２日（月） 職員会議 

２３日（火） 携帯安全教室 

２４日（水） 胸部Ｘ線・心電図検査（１年） 

２５日（木） 前期生徒総会原案審議 

２６日（金） 歯科検診 

 

加 藤   誠 校長 

北海道札幌北陵高等学校へ 

弟子屈の人の温かさに触れ、生 

徒と教職員に恵まれ、充実した２ 

年間を過ごすことができました。 

そして、弟子屈高校の校訓「自彊 

不息」が私の座右の銘となりまし 

た。生徒の皆さんの自己実現が果 

たせるよう、自ら弛まず努力を続 

けてください。かならずや道は開けます。 

冨 田 裕 嗣 事務長 

北海道札幌厚別高等学校へ 

 事務長として２回目の在職でした。 

前回と同じく２年間の在職期間で自 

分の幼少期に過ごした弟子屈に事務 

長として２回も勤務することができ、 

とても、縁深く感じます。 

素直な生徒、そして生徒のために 

日々尽力されている教職員に囲まれ、 

充実した２年間を過ごすことができました。 

学校以外でも自然に接し、毎日の温泉通いはとても、 

充実していました。ありがとうございました。 

池 浦 恵 里 教諭（国語） 

北海道釧路明輝高等学校へ 

 ５年間、大変お世話になりました。 

任期とコロナ禍の期間がそのまま被 

ったこともあり、思うように動けま 

せんでしたが、町の皆様があたたか 

く迎えてくださいました。 

５年という年月をこの町で過ごせ 

ましたことを、この場を借りまして 

厚く御礼申し上げます。 

大河原 亜 美 教諭（家庭） 

北海道上士幌高等学校へ 

 弟子屈町へ着任してから本当に色々 

な出来事がありました。特に印象的だ 

ったのは、コロナ禍での勤務で臨機応 

変に対応することの大変さや新しい取 

り組みに対し、深化し柔軟性を持って 

立ち向かうことの大切さです。この気 

持ち忘れないよう胸に刻んでいきます。 

５年間お世話になりました。 


